




Burch・岡田らは特発性心筋症の病因の一つに過去の心筋炎罹患を推測しており,マウス・

ハムスターを用いた実験的コクサッキーB 群ウイルス性心筋炎の報告でも心筋肥大線維化

を後遺することが証明されている。われわれはコクサッキーB5による急性心筋炎発症後 2

ヵ月目に心筋の炎症所見に加えて心筋肥大・変性・線維化のみられた女児例を経験した。

このような症例の存在は Burch,岡田らの報告の傍証となり得るものと考えられる。 


